
　 中
学
生
の
主
張
大
会

　

第
43
回
立
川
市
中
学
生
の
主
張
大

会
が
11
月
3
日
、
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
3
0
9
7
編
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
作
品
を
、
中
学
生
が
発
表
し
ま

し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。	

《
敬
称
略
・
各
賞
学
校
順
》

　
今
年
も
夏
休
み
の
宿
題
に
作
文
が
で
た
、

し
か
も
三
つ
だ
。

　
去
年
の
中
学
生
の
主
張
作
文
で
、
僕
は

「
作
文
が
苦
手
な
人
間
も
い
る
の
だ
か
ら

宿
題
に
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
主
張
し

た
筈
な
の
だ
け
れ
ど
、
ど
う
や
ら
僕
の
主

張
が
届
か
な
か
っ
た
。
も
し
く
は
主
張
が

届
い
た
結
果
、
学
校
の
宿
題
担
当
者
を
怒

ら
せ
た
。

　
作
文
が
得
意
な
人
は
い
い
だ
ろ
う
と
思

う
。
文
章
が
書
く
の
が
好
き
な
人
も
い
い

と
思
う
。
周
り
に
主
張
し
た
く
て
た
ま
ら

な
い
生
徒
に
は
ま
さ
に
最
高
の
宿
題
だ
と

思
う
。
で
も
、
作
文
が
苦
手
な
、
ど
の
く

ら
い
苦
手
か
と
い
う
と
、
一
つ
の
作
文
、

原
稿
用
紙
約
三
枚
を
、
一
週
間
か
け
て
書

き
終
わ
る
か
ど
う
か
だ
か
ら
、
そ
れ
が
三

つ
と
な
る
と
、
長
い
と
思
っ
て
い
た
夏
休

み
の
う
ち
三
週
間
が
も
う
作
文
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
。
し
か
も
、
宿
題
の
メ
イ
ン
が

そ
れ
だ
け
な
わ
け
で
は
な
く
、
他
の
教
科

全
て
か
ら
宿
題
が
出
て
い
る
。
夏
休
み
が

二
ヶ
月
あ
れ
ば
ギ
リ
い
け
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
実
際
は
一
ヶ
月
く
ら
い
し
か
な
い

の
で
計
算
上
全
部
こ
な
す
の
は
不
可
能
だ
。

地
獄
か
よ
、
と
思
う
。
思
う
と
い
う
か
、

家
の
中
で
何
度
も
声
に
出
し
た
。
疲
れ
た
、

も
う
嫌
だ
、
地
獄
か
、
そ
う
い
う
と
親
は

「
ま
あ
ま
あ
、
一
時
間
あ
れ
ば
作
文
一
つ

で
き
る
で
し
ょ
。
苦
手
で
も
、
一
日
あ
れ

ば
で
き
る
で
し
ょ
。
そ
れ
が
三
つ
な
ん
だ

か
ら
、
三
日
で
終
わ
る
じ
ゃ
な
い
」
と
答

え
た
。
国
語
が
得
意
だ
っ
た
ら
し
い
親
は
、

あ
っ
ち
側
の
人
間
だ
。
僕
が
一
時
間
で
解

　
そ
れ
な
ら
、
夏
休
み
の
宿
題
を
選
択
式

に
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
勿
論
、「
こ
れ
だ

け
は
夏
休
み
中
に
復
習
し
て
く
れ
な
い
と

困
る
」
と
い
う
よ
う
な
必
須
科
目
は
あ
っ

て
も
い
い
の
で
、
そ
れ
以
外
は
選
択
式
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
好
き
な
項
目

を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
今
ま
で
や
れ
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
け
を

や
っ
て
い
た
結
果
、
相
当
僕
の
判
断
力
は

鈍
っ
て
き
て
い
る
し
、
そ
れ
は
「
高
校
は

ど
こ
に
行
き
た
い
の
か
」
と
親
に
聞
か
れ

て
「
知
ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
。
ど
う
で

も
い
い
」
と
答
え
て
呆
れ
ら
れ
た
ほ
ど
だ
。

選
択
を
す
る
場
面
が
な
い
。
だ
か
ら
、
選

択
慣
れ
す
る
た
め
に
も
良
い
と
思
う
。

　
何
よ
り
、
こ
れ
な
ら
得
意
不
得
意
が
全

員
バ
ラ
バ
ラ
で
も
、
大
体
同
じ
よ
う
に
夏

休
み
を
楽
し
ん
で
、
大
体
同
じ
よ
う
に
地

獄
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
高
で
は
な

い
か
。

　
今
年
は
不
平
や
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ

け
に
せ
ず
、
解
決
案
ま
で
書
い
て
み
た
。

来
年
は
少
し
で
も
改
善
さ
れ
て
、
よ
り
充

実
し
た
夏
休
み
が
送
れ
れ
ば
良
い
な
と
思

う
。

▼
市
長
賞
＝
田
島
侑
弥（
二
中
2
年
）

▼
議
長
賞
＝
松
下
穂
高（
四
中
3
年
）、

奥
田
有
怜
乃（
九
中
2
年
）▼
教
育
長

賞
＝
笠
原
柊（
五
中
3
年
）、
丹
波
桜

花（
六
中
2
年
）▼
中
学
生
審
査
員
賞

＝
野
見
山
直
子（
三
中
3
年
）▼
中
学

校
P
T
A
会
長
賞
＝
堀
真
優（
二
中

2
年
）▼
青
少
年
問
題
協
議
会
会
長

賞
＝
三
島
穂
紀（
一
中
2
年
）、
森
山

友
貴（
二
中
1
年
）、
森
下
大
雅（
三

中
3
年
）、
村
上
音
葉（
四
中
2
年
）、

小
林
凜（
四
中
3
年
）、
遠
藤
優
空

（
七
中
3
年
）、
岡
部
史
龍（
八
中
1

年
）、
水
落
は
る
香（
九
中
3
年
）

問
子
ど
も
育
成
課
青
少
年
係
・
内
線

1
3
0
6

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
の
標
語
」
表
彰

　

次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

税
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
市
内
の
中
学
生
が
次
の
と

お
り
受
賞
し
ま
し
た
。	

《
敬
称
略
》

内
中
学
生
が
次
の
と
お
り
入
賞
し
、

立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
に
よ
る

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

	

《
敬
称
略
・
各
賞
学
校
順
》

▼
東
京
都
大
会
奨
励
賞（
立
川
市
長

賞
・
立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
最

優
秀
賞
）＝
木
村
知
暁（
七
中
2
年
）

▼
東
京
都
大
会
作
文
委
員
会
賞（
立

川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
優
秀
賞
）

＝
三
島
穂
紀（
一
中
2
年
）、
荒
井
大

河（
二
中
2
年
）、
新
田
悠
斗（
四
中

1
年
）▼
多
摩
西
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
長
賞（
立
川
地
区
人
権
擁
護
委

員
会
入
選
）＝
三
村
樹（
三
中
2
年
）、

佐
々
木
浩
実（
五
中
2
年
）、
石
𫞎
蒼

介（
七
中
2
年
）、
江
頭
花
梨（
七
中

2
年
）、
沼
沢
凛（
七
中
2
年
）▼
立

川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
佳
作
＝
田

山
由
奈（
一
中
2
年
）、
米
満
結
菜

（
六
中
2
年
）、
橋
本
空（
七
中
2
年
）

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係
☎（
5

2
8
）4
3
1
9

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金（
低
所
得
・
ひ
と
り

親
）の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

国
は
、
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
特
に
受
け
た
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
を
見
舞
う

観
点
か
ら
、
児
童
1
人
に
つ
き
5
万

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
給

し
て
い
な
い
方
で
、
新
た
に
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た

方
、
住
民
税
が
非
課
税
相
当
の
世
帯

に
な
っ
た
方
な
ど
は
、
2
月
29
日

（
木
）〔
必
着
〕ま
で
に
申
請
が
必
要
で

す
。
対
象
世
帯
や
申
請
方
法
等
、
く

わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
市
子
育
て
推
進
課
手
当
・
医
療
費

給
付
係
・
内
線
1
3
4
7

立
川
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

市
教
育
委
員
会
は
、
教
育
の
充
実

と
推
進
を
図
る
た
め
、
保
護
者
、
市

民
、
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
小
・

中
学
校
の
実
践
等
を
紹
介
す
る
立
川

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

に
よ
る
実
践
発
表
の
ほ
か
、
東
京
学

芸
大
学
教
授
の
高
橋
純
さ
ん
に
よ
る

講
演
を
行
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
。

時
1
月
27
日（
土
）午
後
1
時
〜
4
時

場
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
ホ
ー
ル

問
指
導
課
・
内
線
2
4
9
7

は
が
き
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
ま
す

　

家
庭
で
捨
て
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い

る
古
い
は
が
き
や
年
賀
状
を
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
回
収
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
ま
す
。
直
接
回
収
ボ
ッ
ク

ス
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
期
間
＝
1
月
16
日（
火
）〜
2

月
19
日（
月
）、
回
収
時
間
は
各
施
設

の
開
館
時
間
▼
設
置
場
所
＝
柴
崎
福

祉
会
館
、
曙
福
祉
会
館
、
幸
福
祉
会

館
、
一
番
福
祉
会
館
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
た
ち
む
に
ぃ
、
総
合
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
3
階
事
務
室

問
ご
み
対
策
課
・
内
線
6
7
5
4

●
税
に
つ
い
て
の
作
文　

▼
市
長
賞

＝
小
幡
麻
桜（
九
中
3
年
）▼
教
育
長

賞
＝
浅
野
薫
海（
九
中
3
年
）

●
税
の
標
語　

▼
市
長
賞
＝
小
林
紘

珂（
九
中
1
年
）

「
知
ろ
う　

学
ぼ
う　

興
味
を
も
と

う　

暮
ら
し
を
支
え
る
税
の
こ
と
」

問
課
税
課
諸
税
係
・
内
線
1
2
0
1

全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト

　

中
学
生
が
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を

考
え
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
市

け
る
理
科
の
問
題
は
一
生
解
け
な
い
く
せ

に
、
で
き
て
当
然
で
し
ょ
う
み
た
い
な
顔

を
す
る
。
話
が
通
じ
な
い
。
こ
の
課
題
を

出
し
た
人
も
そ
っ
ち
側
の
人
間
か
も
し
れ

な
い
。

　
た
だ
、
文
句
を
言
っ
て
ば
か
り
で
は
、

小
学
生
の
主
張
作
文
に
な
っ
て
し
ま
う
。

僕
は
中
学
生
な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
話
を

前
に
進
め
た
い
。
す
な
わ
ち
、
で
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
、
自
分
な
り
の
提
案
を

し
た
い
。

　
さ
っ
き
触
れ
た
通
り
、
僕
は
他
の
人
が

簡
単
に
で
き
る
も
の
が
十
倍
以
上
苦
手
だ

っ
た
り
、
逆
に
、
他
の
人
が
苦
手
な
教
科

を
数
倍
早
く
解
け
た
り
す
る
。
そ
れ
は
多

分
他
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
皆
そ
う
だ
ろ
う
。

僕
の
作
文
と
同
じ
よ
う
に
、
別
の
教
科
が

何
週
間
か
け
て
も
終
わ
ら
ず
、
楽
し
い
筈

の
夏
休
み
を
楽
し
め
な
か
っ
た
り
、
地
獄

か
と
か
言
っ
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

立川市人権作文表彰式の様子

中
学
生
の
主
張
・
作
文
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

田
島 

侑
弥（
二
中
2
年
）

夏
休
み
の
宿
題
に
作
文
が
三
つ
出
た
中
学
生
の
主
張

第
43
回
中
学
生
の
主
張
大
会

市
長
賞

5
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